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総和地恵の和会が秋の収穫祭で野菜直売

古河市ニガウリの地元消費拡大に向け，調理講習会を実施

11月5日（日），古河市ネーブルパークにおいて総和地恵の和会員１４名が「秋の収穫

祭」として野菜の直売を行いました。

総和地恵の和会は古河市（旧総和地区）の農家による女性組織で，古河市の農産物のPRを

図るため，イベント等での直売活動や，知見を広めるための視察研修等を行っています。

当日は古河市認定農業者連絡協議会女性部の協力も得て，レタス，ダイコン，カリフラワー

などの露地野菜，キュウリ，トマト，そば粉，しいたけ，たまご，ザクロ，花苗等22品目も

の農産物が集まりました。

その後，全員で試食しながらの意見交換会では，

「味がよくしみこんでいる」，「シンプルだが美味し

い」といった意見が挙がりました。藤原氏からはニガ

ウリの機能性成分のアピールや子どもに食べさせる工

夫など，ニガウリを地元により根付かせるためのアド

バイスをいただきました。

今回の講習会をとおして，今後古河市内飲食店で，

ニガウリの新たなメニューが提供されることが期待さ

れます。お見かけの際には，ぜひご賞味ください。

品揃えの豊富さと新鮮さに加え，元気な呼び声にお客

様も喜んで購入していました。

地恵の和会は顔の見える直売活動で地元野菜のファン

づくりに貢献しています。

10月16日（月），古河市と県西農林事務所が連携し，古河市の「惚ろにがうり」の地元消

費拡大をねらい，飲食店を対象とした調理講習会を実施し，地元の飲食店７店舗13名が参加し

ました。講師として都内で日本料理店を経営し，いばらき食のアンバサダーを務める佐藤雄一

シェフ（下妻市出身）を，また，アドバイザーとしてフードアナリストの藤原浩氏を招き，ニ

ガウリ料理の調理実演，試食，意見交換を行いました。

メニューは「惚ろにがうりと鶏肉の生姜焼き」，「惚ろにがうり納豆豆腐」の2品で，シェ

フによる調理実演では，ニガウリの色や食感を残す方法，調味料の分量など具体的な説明があ

り，適宜質疑応答をしながら行われました。



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

土壌診断実施日のお知らせ

１２月１２日（火）
１２月２６日（火）

１２月１２月

※実施日は変更になることがありますので，ご了承ください。
また，結果のご連絡には数日かかる予定です。

寒くなってきて，鍋がおいしい季節です。

どんなスープでもおいしくなるので，作る

のも楽しいですよ。ぜひ。

ところで，私は風邪をひきました。皆さん

十分体に気を付けてください。（鹿島）

茨城パン小麦栽培研究会が，パン用小麦「ゆめかおり」のＰＲ活動

１０月２９日（土）に霞ヶ浦総合運動公園で開催された，「茨城を食べよう収穫祭」におい

て，パン用小麦「ゆめかおり」を栽培する「茨城パン小麦栽培研究会」と，「ゆめかおり」を使

用するパン屋さん「パン工房シャンテ」が，消費者との交流イベントを通じたＰＲ活動を行いま

した。当日は，県農業再生協議会，産地振興課，坂東普及センターが連携し，支援を行いました。

「茨城パン小麦栽培研究会」は，坂東市，境町，古河市の５名の生産者により組織され，パ

ン用小麦「ゆめかおり」の栽培に取り組んでいます。本地域の「ゆめかおり」は，きめ細やかな

施肥管理により，タンパク質含有率が高く，パンにボリュームが出る特徴があります。当日は，

生産者１名に加え，「パン工房シャンテ」の店主が焼き立てのパンとともに駆けつけ，消費者と

直接触れ合う，貴重な機会となりました。

ＪＩＣＡつくばの研修生が古河市を視察

１１月２日（木），ＪＩＣＡつくばの研修生が，古河市の道の

駅「まくらがの里こが」と茶園「丸太園」の視察に訪れました。研

修生は，アフガニスタンやアルメニア等から来た６名で，国の行政

機関で農業振興や技術指導に携わっており，現在は，日本の参加型

農業農村開発の事例及びその手法を学んでいます。

「まくらがの里こが」では，普及センターより，坂東地域の農

業の概要や普及活動等についての説明をしました。その後，「まく

らがの里こが」の営業本部副本部長より，設立の経緯や営業戦略等

について伺い，実際に直売所の様子を視察しました。

その後，「丸太園」に移動し，日本茶アドバイザーである「丸

太園」の後継者より，緑茶について淹れ方を実演しながら解説があ

りました。「丸太園」では，茶摘みやお茶入れ体験等のグリーン

ツーリズムに取り組み，積極的に消費者との交流を図っています。

また，淹れた緑茶とともに，素材の味を生かした手作りの栗きんと

んも振る舞われ，研修生は日本の伝統や農業の奥深さに触れること

ができたと喜んでいました。

パンを食べた方々からは，「県内でパン用小麦がつくられている

ことを始めて知った。」，「近くでゆめかおりを使っているパン屋

さんがあれば，是非行きたい。」との声が聞かれました。

普及センターは今後も，産地と実需者・消費者をつなぐ取り組み

を支援し，生産者の顔の見える産地づくりを支援していきます。


